
あなたと大切な人を守るために
知っておきたい

性感染症

異性間
同性間

関係ないよ！

梅毒が増えています！
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★令和5年 届出数が過去最多を更新しました！！
★女性は20代、男性は20代から50代で多くなっています。

新しいステージに立つあなたへ

妊娠中の人が梅毒になると・・
赤ちゃんに感染する危険も！

先天性梅毒

先天性
障害

流産

低出生
体重児

誰でも感染する可能性がある身近な病気です！
大人になった今、正しい知識を身に着けてほしいです。



梅毒

HIV
エイズ

性器
ヘルペス

淋菌

性器
クラミジア

症状 検査 治療

・陰部にしこりや潰瘍
・手のひらなどに痛み
やかゆみのない発疹

・初期症状はほとんど
ない

・エイズを発症すると
重篤な状態になるこ
とも。

・性器にかゆみのある
水ぶくれや潰瘍

・太もものリンパ節の
腫れや痛みなど

・男性：排尿時の痛み
や尿道からうみ

・女性：黄緑色のおり
もの、不正出血

・男性：排尿時の痛み
や尿道からうみ

・女性：ほぼ無症状

・血液検査
(感染の機会があってか
ら1か月以降に検査を)

・血液検査
(感染の機会があってか
ら3か月以降に検査を)

・水ぶくれの一部をこす
る検査

・尿、おりものなど
分泌物を調べる検査

・尿、おりものなど
分泌物を調べる検査

抗菌薬（飲み薬や注射）

抗HIV薬でウイルスの増殖
を抑え、エイズ発症を防ぐ

抗ウイルス薬の内服や塗
り薬
炎症を抑える薬など

抗菌薬

抗菌薬

知っておきたい！注意してほしい！性感染症

あなたと大切な人のため・・
どうやったら防げる？？

避妊だけでなく、『性感染症予防のために必要！』と、覚えよう。
ピルは避妊のための薬。ピルでは性感染症は予防できません。
梅毒やクラミジア感染症は、口腔性交（オーラルセックス）でも感染します。
オーラルセックスでもコンドームを使うと予防に効果があります。

コンドームを正しく使おう

コンドームは性器同士（粘膜）の接触を防ぎ
性感染症のリスクを下げます。



心配な時は早めに検査

あなたが性感染症にかかっていたら・・・
パートナーも感染している可能性があります。
お互いにうつし合い続けることになりますので、
パートナーと一緒に治療することが大切です。

感染が心配な時は、検査を受けましょう。
ほとんどの感染症は、早めにきちんと治療すれば治ります。

泌尿器科 産婦人科 皮膚科
など

相談窓口

高松市保健所 感染症対策課
TEL:087-839-2870 FAX:087-813-0221（平日 8：30～17：15 年末年始除く）
MAIL  ：kansen@city.takamatsu.lg.jp

一人で抱え込まず、信頼できる人に相談しましょう。
保健所では、性感染症に関する不安や、正しい予防方法など、様々な相談に応じています。
相談は匿名で秘密厳守。安心してご相談ください。

HIV感染が心配な時には、検査を受けましょう。
早期発見・治療に繋がります。
高松市保健所では、月に1回、無料・匿名でHIV抗体検査を実施しています（予約制）
エイズ治療拠点病院でも検査を受けられます。費用は2,500円程度。

香川大学医学部附属病院 087-891-2055
香川県立中央病院 087-811-3333
高松赤十字病院 087-831-7101
三豊総合病院 0875-52-3366

四国こどもとおとなの医療センター 0877-62-1000

HIV検査について

https://logoform.jp/form/dV7M/642964

若い世代の方たちに注意してほしい性感染症についてまとめています。
ぜひチェックしてみて下さいね。☟☟

mailto:kansen@city.takamatsu.lg.jp
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